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新春を迎え組合員皆様のご多幸を
お祈り申し上げますとともに本年も何卒宜しく
お願い申し上げます。　　　　  令和6年　元旦
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໐当麻町そ菜研究会・当麻町花き生産組合
　各部会定期総会及び作況反省会
໐当麻町そ菜研究会
　第58事業年度定期総会及び全体作況反省会

໐当麻町花き生産組合
　第６４事業年度定期総会及び全体作況反省会
໐ＪＡ役員研修
໐足あと
໐林先生による国消国産資材
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次の事項が審議され提案通り承認されました。

北海道農業信用基金協会理事会
（２日迄　札幌市　組合長）

令和５年度農産物集荷報告会（大ホール）
ＪＡ北海道大会実践フォーラム（８日迄　札幌市　組合長他7名）
当麻町そ菜研究会キュウリ部会販売金額８億円達成祝賀会

（大ホール　常勤）
令和５年度新規担い手就農者を祝う会（大ホール　常勤）
令和５年度当麻町功労表彰式並びに祝賀会

（まとまーる　組合長・参事）
農林水産省畜産局と上川地区農協組合長会との意見交換会

（旭川市　組合長）
全共連海外視察研修（17日迄　組合長）
上川地区農協監事協議会道内視察研修

（17日迄　道央方面　監事団）
道北地区ＪA専務協議会道外視察研修

（26日迄　東北方面　専務）
令和５年度当麻神社秋季大祭新嘗祭（社務所　組合長）
上川地区農業協同組長会他（旭川市　組合長）
第14回理事会
上川地区農協酪農畜産対策委員会（旭川市　組合長）
役員研修（12月１日迄　佐賀・福岡方面）

組合のあゆみ 月11
１

６
7
8

９
10

11

12
15

23

24
27

29

EXECUTIVE BOARD

●議案第１号　　令和５年度10月末収支見通しについて・年末手当等の支給について

●議案第２号　　令和６年度営農計画書作成基準及び審査方針・審査基準について

●議案第３号　　コンプライアンスマニュアルの一部改正について

●議案第４号　　役員に対する融資について

●議案第５号　　組合員の異動について

理事会報告
第１４回理事会 令和５年11月2７日

上川中央部農協連絡協議会　冬期研修会（旭川市　参事）
第７回監事会
上川地区農協監事協議会代表者会議

（JA上川ビル　林代表監事）
当麻町農業税対協議会第20回定期総会

（大ホール　専務）
当麻町水稲防除連絡協議会総会（大会議室　専務）
当麻町そ菜研究会定期総会及び作況反省会

（大会議室　常勤）
当麻町花き生産組合定期総会及び作況反省会

（大会議室　常勤）
11月末定期監査（19日迄　監事団）
上川地区ＪA常務・参事会議（旭川市　参事）
上川地区農協組合長会議（ＪA上川ビル　組合長）
上川地区農協畑作青果対策員会（〃）
上川地区農協米対策委員会（〃）
第15回理事会
役員コンプライアンス研修会（大会議室　全役員）

組合のあゆみ 月12
1
4
5

6

7

8

13
18
20

21

Ｊ A 当 麻 本 部 事 務 所 外 壁 改 修 工 事 終 了 の お 知 ら せ
　令和５年９月よりＪＡ当麻本部事務所にて行っておりま

した外壁改修工事が１１月で終了いたしました。

　改修工事期間中は本部事務所を利用する際に騒音や

工事車両にて、皆様にはご不便をお掛けいたしました

事に深くお詫び申し上げます。長期間にわたり、ご理

解ご協力をいただきありがとうございました。
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11月9日　令和5年度 新規担い手就農者を祝う会開催
　　　　　  ～農業関係者約50名が新たな門出を祝う～

　当麻町、当麻町農業委員会、JA当麻の３団体が主催となり、新規担い手就農者を祝う会が農協3階大ホールにて開
催され、農業関係者約50名が出席する中、今年度、当麻町で新規就農された方と新婚農業者を激励いたしました。
　主催者を代表して村椿町長より、「当麻町の農業の強さといえば各関係機関の横のつながりであり、皆さん一体にな
ってこの当麻農業を守り、そして発展をさせていくという決意のこもった組織です。当麻町が一丸となって支えていま
す組織ですので、ぜひ頼っていただきたいですし、私どもも全力でサポートをさせていただきたい」と挨拶。JA福井
組合長から「農業は天候相手の仕事で大変厳しい場面もこれから多々あります。その厳しい難局を乗り越えるときに、
諸先輩方、組織、地域、農業を経験されている方がたくさんいらっしゃいますので、1人で悩んで踏みとどまるのではなく、
皆さんの支えや力をいただきながら、その難局を乗り越えて
いただきたいと思いますし、乗り越えた向こう側には、素晴ら
しい達成感と明日に繋がる技術があると思いますので、頑張っ
ていただきたい」とエールを送りました。
　また、当麻町議会中港議長、JA青年部井上部長よりお祝
いの言葉が贈られ、JA北海道中央会などJAグループ５団体
からの激励状、主催3団体から記念品が贈呈されました。
　新規担い手就農者より、「周りの先輩に助けていただきなが
ら、今後とも頑張っていきたいと思います」と挨拶。新婚農
業者からは「これから二人で力を合わせ、魅力ある当麻農業
の発展に貢献できるよう努力していきたいと考えております」
と挨拶されました。

新規就農者

遠　藤　広　明 さん　（北星２区）
えんどう ひろあき 今後の抱負：

　後継者として両親のつちかってきた知識と技術を受け継
ぎ、当麻町に貢献できる農業をして行きたいと思います。
　頑張りますのでご指導宜しくお願いします。 

主要栽培作物 ：
　水稲、そば、ミニトマト

新規入植者

新婚農業者

山　下　裕　介 さん　　真　緒 さん　（宇園別２区） 

※遠藤広明さん、髙栁佐知子さんについては当日欠席となっております。

やました ゆうすけ ま 　 お

主要栽培作物 ： 水稲、胡瓜
今 後 の 抱 負 ： 夫婦で力を合わせて末永く頑張ります。

髙　栁　力　也 さん　（北星２区）
たかやなぎ り き や

主要栽培作物：
　ミニトマト、トマト、スイートコ
ーン、南瓜
今後の抱負：
　北海道野菜の美味しさを本州
の人たちに伝えていけるよう頑
張ります。

髙　島　恵　子 さん　（開明５区）
たかしま け い こ

主要栽培作物：
　水稲、牧草、トマト
今後の抱負：
　先ずは安定した収穫量を確保
する。スキルを磨きながら怯ま
ず、様々なことに挑戦していき
たいです。

高　栁　佐知子 さん　（北星２区）
たかやなぎ さ ち こ 今 後 の 抱 負 ：

　美味しくて喜んでもらえる野菜作りを頑張ります。
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　当麻町そ菜研究会キュウリ部会では、11月8日販売金額8

億円の達成を記念して、部会生産者、ＪＡ、町、市場ほか関係

団体ら約70名が出席し、祝賀会が開催されました。販売金額

８億円突破は、令和２年度にも達成しておりますが、コロナ禍

で祝賀会開催を見送っておりました。

　今年で44年目を迎えたキュウリ部会は、昭和54年発足当

初20戸3.8ヘクタールからスタートし、現在50戸15.2へク

タールを栽培しております。

　今年度は、天候の急変、日照不足、異常高温による収穫量

減少や品質低下など管理が難しい一年でありましたが、生産者個々の適切な栽培管理により過去最高の部会平均収量を確保。

年間を通じて価格が安定して推移し、８億円を上回る販売実績となりました。

　齋田部会長より「今後も異常気象や輸送の2024年問題など厳しい農業情勢が予想されますが、ＪＡを始めとした各関係機関

そして取引市場、関係業者との連携を更に強め、一層信頼度の高いキュウリ生産に取り組むとともに、更なる高みに向かって部

会一同研鑽を重ねて参ります」と挨拶。

　また、来賓として福井組合長、村椿町長より祝辞をいただいた後、そ菜研究会開田会長の発声で祝宴に入り、出席者全員で

8億円達成を祝いました。

　１１月７日、令和５年度ＪA北海道大会実践フォーラムが札幌市にて開催され、道内各地よりＪA、連合会、青年部等の組織代

表が集い、当ＪAからは福井組合長をはじめ青年部長など役職員あわせて７名が参加いたしました。

　このフォーラムは、令和3年11月に開催されました「第30回ＪA北海道大会」決議事項の実践状況報告、食糧安全保障制

度の重要性を再確認する事を目的に開催され、ＪAグループ内において発信を行い、各団体組織が北海道大会で掲げた『北海道

550万人と共に創る「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」』の実践に向け、組合員との対話を重ね自己改革の取り組

みを継続していくことの大切さを再確認いたしました。

　当ＪAでは、ＪA運営の好循環、

組合員皆様との『対話』を重視し、

引き続き実践を行ってまいります。

１１月８日 キュウリ部会販売金額８億円達成祝賀会
～２度目の８億円突破～

挨拶をする齋田部会長

１１月7日 令和５年度　JA北海道大会実践フォーラム
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当麻町そ菜研究会・当麻町花き生産組合　各部会定期総会及び作況反省会
　当麻町そ菜研究会、花き生産組合各部会の定期総会及び作況反省会に、多くの部会員の皆様にご出席をいただき
ました。
　つきましては、今年度の各品目の販売実績を掲載いたします。

令和5年度野菜販売実績 11月末現在

11月末現在令和5年度花き販売実績

品　　目 総販売額（千円） 前年比 出荷重量（㎏） 前年比 ㎏単価（円）
822,672
340,408
178,097
8,496
12,373
3,360
16,229
2,013
151
132

9,582

123%
95%
95%
65%
94%
54%
70%
77%
36%
51%
142%

3,013,387
486,015
393,962
16,641
60,047
3,704
36,163
6,555
224
188

102%
88%
93%
65%
82%
52%
60%
82%
33%
37%

273
700
452
511
206
907
449
307
673
704

103,836
24,212
23,627
11,088
9,453

104%
114%
103%
82%
76%

1,237,344
434,120
164,170
215,092

94%
115%
100%
75%

84
56
144

品　　目 総販売額（千円） 前年比 出荷本数（本） 前年比 単価（円）

キ ュ ウ リ
ミ ニ ト マ ト
で ん す け す い か
メ ロ ン
南 瓜
菜 豆
葉 菜
ナ ン バ ン
豆 類
椎 茸
そ の 他

　 菊 　
カ ー ネ ー シ ョ ン
バ ラ
草 花
そ の 他

[でんすけ部会] [トマト部会]

[南瓜・メロン・葉菜豆部会] [キュウリ部会]
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キュウリ部会 最優秀賞 宇園別３－１区 齋田　浩二 様

トマト部会 最優秀賞 宇園別３－１区 加納　路久 様

でんすけ部会 最優秀賞 中　央３－４区 楠木　敏明 様

南瓜・メロン・葉菜豆部会

最優秀賞「南　瓜部門」 中　央３－４区 楠木　敏明 様

最優秀賞「メロン部門」 開　明２－３区 ㈱美頭農園 様

最優秀賞「葉　菜部門」 宇園別２－３区 辻　　和博 様

12月7日　青果物総取扱額１５億円を目標に
当麻町そ菜研究会第５８事業年度定期総会及び全体作況反省会

　農協3階大会議室にて、当麻町そ菜研究会

第58事業年度定期総会及び全体作況反省会

が開催され、そ菜研究会員、各関係機関担当

者など約60名が出席されました。

　始めに山田副会長より「夏場の高温で単価

はよくても収量が取れないという事態が一部の

品目であり、1年間苦労した年だと思います。

来年もこういう天候が続かないことを願いたい

ところですが、暑さ対策も考えていかなくては

ならないと思います。また、農業者人口の平

均年齢が６８歳ということで当麻も例外であり

ませんが、少しでも生産を維持できるように研究会並びに皆さんの力をいただきながら進めてまいりたいのでよろしく

お願いいたします。」と挨拶。

　続いて、令和5年度優秀出荷者の表彰が行われ、各部会品目において優秀な出荷成績を収められた生産者へ表彰盾

が手渡されました。

　次に来賓を代表して、ＪＡ坂下専務理事、村椿町長より祝辞をいただき、議事では令和5年度事業報告、令和6年度

事業計画（案）について審議され、全議案が承認されました。

　総会終了後行われた全体作況反省会では、事務局より今年度の各部会実績報告のあと、ホクレン旭川支所青果課 小

田課長より道内の各品目別取扱数量と当地の主要品目の順位などの情勢報告が行われました。また札幌みらい中央青

果(株)小笠原課長より道内市場情勢報告、大果大阪青果(株)大原副部長より道外市場情勢報告が行われました。

定期総会の様子

最優秀賞「葉　豆部門」 伊香牛１－１区 今橋　淑子 様

優秀出荷者表彰の様子
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洋花班

菊班

１２月８日　総販売金額２億円を目標に
当麻町花き生産組合 第６４事業年度定期総会及び全体作況反省会

　農協３階大会議室にて当麻町花き生産組合第64事業年度定期総会及び全体作況反省会が開催されました。

　開会冒頭、土井組合長より「今年一年を振り返りますとコスト高、猛暑と花生産には厳しい一年でしたが、生産者皆

さんの日々の管理そして職員の皆さんと各関係機関のご協力で2年連続の高単価となりました。生産者の減少に伴い、

市場に対する影響力が弱くなっていると感じていましたが、単

価を下げずに販売する事が出来たのは『大雪の花』のブラン

ド力の強さだと実感出来た一年でした」と挨拶。

　次に、ＪＡ坂下専務理事、当麻町農林業振興課　水口課長

から来賓祝辞の後、定期総会議事にて令和5年度事業報告、

令和6年度事業計画（案）について審議され、提案通り承

認されました。

　引き続き行われた全体作況反省会では、事務局より今年度

の販売実績、札幌花き園芸(株)　若松部長、(株)なにわ花

市場　栗林取締役営業副本部長より今年度の販売情勢につ

いて報告がなされました。

　終了後に行われた全体懇親会では、今年度の花き栽培管

理努力により高品質な生産・安定的な出荷を行い優秀な成績

を収めた生産者に表彰が行われ、土井組合長より表彰の盾が

贈呈されました。

挨拶をする土井組合長

最優秀賞　　　　比　布　町　　　　　 太田　　茂　様
『花き栽培において栽培管理努力により高品質な生産を行い安定した出荷に
努め、出荷本数において極めて優秀な成績によるものです。』

優 秀 賞　　　　開 明 ３ 区　　　　　 小倉　正夫　様
『花き栽培において栽培管理努力により高品質な生産を行い安定した出
荷に努め、出荷本数において優秀な成績によるものです。』

功 労 賞　　　　中 央 ６ 区　　　　　 吉田　英一　様
『多年に渡り高品質かつ安定的な菊類の生産に尽力され組織発展に大き
く寄与されたものです。』

功 労 賞　　　　比　布　町　　　　　 勝見　國男　様
『多年に渡り高品質かつ安定的な草花類の生産に尽力され組織発展に大
きく寄与されたものです。』

2024. 1月号 2024. 1月号 ●● JA当麻 JA当麻
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ＪＡ当麻役員研修
日　程　　令和5年11月29日～12月１日迄

視察先　　佐賀県、福岡県

　11月29日から12月1日までの日程にてＪＡ当麻役員研修が開催されました。
　一つ目の視察先である佐賀県にある「ゆめファーム全農SAGA」は、ＪＡ全農が2019年に建設した施設で、
きゅうりの土耕栽培とロックウール養液栽培の比較検証を行なっている国内最大規模の大規模多収栽培実
証ハウスがある施設であります。同施設は、ハイワイヤーつるおろし栽培や連続摘芯栽培を用いて、目標収
量は全国平均（約14ｔ/10ａ）の3倍以上にあたる45ｔ～ 50ｔ／ 10ａに設定しております。さらに同フ
ァームは、全農、佐賀市、ＪＡさがの３者による包括連携協定のもと、施設に隣接している佐賀市清掃工場
よりパイプを繋ぎ、余熱と排ガスから食品添加の基準をクリアした安全レベルの二酸化炭素（炭酸ガス）の
供給を可能としたスマート農業技術等を取り入れることで、土耕栽培区及び養液栽培区ともに目標収量を大
きく超える収量を達成し、土耕栽培区と養液栽培区を合わせた施設全体（84.5ａ）の年間出荷量は約
481.5ｔとなり、10ａ当たりの収量については国内最高水準を達成しております。
　二つ目の視察先は全農パールライス株式会社の福岡工場を視察いたしました。同工場は2020年に全農
パールライス福岡支店と大分支店を統合し、新たな福岡支店を設置、その精米工場として竣工しております。
工場は東洋ライスプラントに旧大分・福岡工場の一部施設を移設し、新たな機器も加えた中で稼働しており、
玄米タンクから計量タンクまではエアー搬送、精米機は4.5ｔ／ｈが2基を要しており、精米・搬送ロット
切替は90秒と短時間で切り替えができる施設でありました。取扱アイテム数は約250アイテムと商品数は
かなり多く、中でも２ｋｇスタンドパックは約50アイテムありスタンドパックを製造する割合が高いとのこ
とでありました。また、エージレス商品（脱酸素剤入り）も多く、多様化する販売にも対応しているとのこ
とであります。
　この度の研修を経て、引き続き当JAとして先進的な技術や設備等を取り入れ、当麻農産物の安定した栽
培や販売に結びつくよう役員一同取り進めてまいります。

JA当麻 JA当麻 ●● 2024. 1月号 2024. 1月号
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　カントリーエレベーターにおいて、令和5年度当麻町カントリー利用協議
会　荷受報告会を開催いたしました。
　開会冒頭、羽根会長より「今年は暑さの影響で大変難儀したため、我々
生産者も今後暑さ対策の技術について学ばなければならない」と挨拶をい
ただきました。その後担当者より各品種のカントリー荷受け状況の報告が
行われ、坂下専務理事の挨拶で懇親会に入りました。

10月25日 カントリー荷受報告会

　11月1日にＪＡ上川地区女性協議会中央部Ｂブロック研修会がJA
東神楽にて開催され、JA当麻女性部から8名が参加しました。
　研修会では、健康運動指導士による体幹運動とフラワー装飾技能
士の指導のもと、季節の花を使用したフラワーアレンジメントの作成を行いました。最後に技能士の方が作成した
アレンジ花の抽選会が行われ、会場は大変盛り上がりました。
　他ＪＡ女性部員との交流や、東神楽の特産品を使用した昼食などを堪能し、日頃の疲れを癒す楽しい研修会と
なりました。

11月1日 女性部Ｂブロック研修会

　旭川市内にて、上川地区農協米対策委員会とゆめぴりか生産販売
連絡協議会、ホクレン旭川支所による「上川地区ゆめぴりかコンテスト
2023」が開催されました。管内12ＪＡがサンプルを出品し、松本米穀店、
北海道鮨商生活衛生同業組合、ＡＮＡフーズなどの代表ら７人の審査
員が見た目、香り、味、粘り、硬さなどを総合的に判断し、見事、当農協が2015年以来となる金賞に輝きました。

11月8日
上川地区ゆめぴりかコンテスト
金賞受賞

　農協3階大ホールにて、生産組織代表とＪＡ役職員による令和5年産
農産物集荷報告会を開催いたしました。
　冒頭、福井組合長より「今年度このような実績結果になりましたのも
生産組織のご協力の賜物だと思います。来年に向けて、また一歩前へ踏み出せるように頑張ってま
いりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます」と挨拶。
　各担当者より農産物の実績の報告のあと、当麻米産地形成協議会　日下部会長の乾杯を合図に
懇親会が行われ、参加者全員で労をねぎらいました。

11月6日 農産物集荷報告会

ASHI-ATO
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　ＪＡ当麻全職員を対象としたコンプライアンス研修会が11
月10日、大ホールにて行われました。
　研修会には、JA北海道中央会旭川支所　島津氏を講師に
迎え、「個人情報保護」をテーマにグループワークを中心に行
い、日々の業務の中で気を付けるべき点などを確認しました。
　JAでは全役職員が関係法令や社会的規範を守り、JAの果
たすべき基本使命・社会的責任に携わる者としてコンプライ
アンスを遵守し、一層の意識向上の徹底に取り組んでまいり
ます。

11月10日 職員全体コンプライアンス研修会開催

　ＪＡ当麻全職員を対象としたメンタルヘルス研修会が
11月16日、大会議室にて行われました。
　北海道農業団体健康保険組合　林氏を講師に迎え、今
年のストレスチェックの結果とメンタルヘルスに関する研
修が行われ、ストレスの仕組みや受け止め方などのほか、

「不調に気づくためにはセルフチェックなどの指標を用い
ることがおすすめです。また、不調に陥らないために普段
から心と体の免疫を上げることが大切です」とアドバイス
をいただきました。

11月16日

11月22日
～24日

メンタルヘルス研修会

　当麻町カントリー利用協議会では11月23日に今摺米
販売の大消費地、東京都八王子市の㈱スーパーアルプス、
兵庫県伊丹市の㈱関西スーパーマーケットにて新米今摺
米の販売PRを行いました。
　協議会役員5名が2社３店舗で今摺米の試食による販
売PRを行い、また、購入者にはもれなく大豆加工品のドラ
イパックのプレゼントを行い、消費地と産地の交流の場と
して好評のうち終了いたしました。

当麻町カントリー利用協議会
㈱スーパーアルプス、㈱関西スーパーマーケットで今摺米をPR販売！

JA当麻 JA当麻 ●● 2024. 1月号 2024. 1月号
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　当麻町そ菜研究会では、今後の組織活動
や園芸品目の振興に繋げることを目的に、
１１月２７日から３０日の日程でそ菜研究会役
員13名、職員2名にて宮崎県、大阪府へ視察
研修を実施いたしました。
　宮崎県では、自動収穫ロボットを開発し
ております「AGRIST株式会社」とJA都城の

「キュウリ選果施設」を見学させていただきま
した。
　大阪では、取引先市場である「大果大阪青
果株式会社」も訪問し、開田会長より本年度
の販売のお礼を述べたあと、井原役員より昔と現在の販売形態の変化やそれに伴う出荷形態の変化、消費地が
求めている事などの説明があり、その後、意見交換や市場内を見学させていただきました。

11月27日
～30日

当麻町そ菜研究会
役員視察研修

　農協３階大会議室にて、当麻町水稲防除連絡協議会定期総会が開催さ
れました。
　始めに、真鳥会長より「本年度は人間、作物共に苦しい年でございまし
たが、大きな事故や怪我もなく作業を終えることができたことは良かった
と思います。来年度も今年のような体制で皆様に頑張っていただきたいと
思いますのでよろしくお願いいたします」と挨拶。来賓のＪA坂下専務理事、
当麻町農林業振興課 水口課長より祝辞をいただき、令和５年度事業報告
並びに収支決算報告、令和６年度事業計画（案）並びに収支予算（案）につ
いて、全議案が原案通り承認されました。また、任期満了に伴う役員改選
については全役員留任にて承認されました。

12月6日 水稲防除連絡協議会定期総会

　当麻町農業税対協議会では、農協３階大ホールにて第２０回定期総会を
開催いたしました。
　始めに佐々木会長より「１０月からインボイス制度が始まり、複雑な部分
が出てきております。コロナウイルスの収束に伴い、税務署の調査も活発に
なっていますので、適正な税務処理をお願いいたします」と挨拶。続いて当
麻町税務住民課　濱田課長、ＪA坂下専務理事から来賓挨拶のあと、事務
局より令和４年度活動報告及び収支決算報告、令和５年度活動計画（案）及
び収支予算（案）について審議され、全議案が承認されました。また、任期満
了に伴う役員改選については全役員留任にて承認されました。

12月6日 当麻町税対協議会定期総会

AGRIST株式会社 JA都城　キュウリ選果場

大果大阪青果株式会社

新 役 員
会　　長 中央３－４区 佐々木康二
副 会 長 緑郷１－２区 太田　　弘
副 会 長 北星３－１区 菅野　史昭
監　　事 中央４－２区 羽根　　敏
監　　事 中央６－１区 角谷　　拓
事務局長 開明４－１区 日下部裕一

新 役 員
会　　長 中 央 ２ 区 真鳥　修一
副 会 長 中 央 １ 区 長谷川　新
副 会 長 伊香牛３区 平岡　智孝
監　　事 開 明 ４ 区 日下部　渉
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タテのカギ ヨコのカギ
大学入学共通テストの理科の科
目の１つ
キウイやポンカンの生産量が日
本一の県
エッセーともいいます
かつお節や昆布でとります
ガラガラとうがいをして洗うも
の
ゆでた麺をざるにあけて行いま
す
大股の人は広めです
カメやカッパの背に付いていま
す
ーーや硯（すずり）を用意して書
き初めをした
カラオケで楽しむもの
ーーの計は元旦にあり
旧暦１月の異称
見張ること。ーーカメラ

おせち料理にも使うニシンの卵
巣の加工品
旅行前にーーブックを買った
俳人が名作を生み出した地に建
てられていることも
北を向いたとき西になる方向
丁寧にいうとご飯です
横綱を先導して土俵に上がりま
す
セイウチの口からにょっきり
農地ーー、道路交通ーー
DNAが含まれる体の設計
図。ーー操作
猫が中で丸くなっているかも
不要物を可燃、ーー、資源ごみに
分別した
彼女はーーを言わせず彼を外に
連れ出した
エレベーターの表示では「B」

1

4

7
9
10

11

13
15

16

17
18
20
21

1

2
3

5
6
8

12
13
14

15
16

17

19

二重マスの文字を、
A～Ｅの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

頭の体操

1

2

3

4

5

6

10

11

12

7

8

9

15

16

13

14

20

21

17

18

19

B

11月号の答えは…
フ

イ
ロ
ハ
ザ
カ

ユ
ダ
ン

ム
ク

ウ
ン
ド
ウ

ロ
ジ

ガ

ア
タ
マ

ネ

キ
ソ

ゲ
ジ
ユ
ン

フ
タ

ツ
キ
ジ

ペ
ア
ル
ツ
ク

ヨ

A

ユ ジ タ クフ
B C D E

D

C

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

1

2

3

4

8

9

10

11

5

6

7

14

15

16

17

12

13

21

18

19

20
D

E

C

B

A

A

E

2024. 1月号 2024. 1月号 ●● JA当麻 JA当麻

20



令和6年度　JA当麻　野菜集荷場　受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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年末・年始の営業について年末・年始の営業について
年末年始の営業を下記の通りとさせて頂きますので、宜しくお願いいたします

本 部 事 務 所

金 融 関 係

現金自動預払機（ＡＴＭ）

資 材 事 務 所

給 油 所

業　　務　　納　　め

１２月29日（金）

１２月29日（金）

１２月29日（金）

１２月29日（金）

１２月３１日（日）正午まで営業

業　　務　　初　　め

１月5日（金）

１月４日（木）

１月４日（木）

１月5日（金）

１月４日（木）～６日（土）8：30～17：00まで営業

令和６年度の共同育苗苗（野菜・果実）の申し込みについて
　令和６年度共同育苗苗の申込書につきましては、既に部会員の皆様を対象に配布しております。申込期限につい

ては１２月２５日（月）迄となっておりますので、まだ申し込みをされていない方は種子注文等ありますので、お早

めに施設園芸課までご提出願います。

　また、新たに部会加入される方は施設園芸課にて加入手続きとその

要領を理解していただき、苗の申し込みをお願いいたします。

　一般苗の申し込みについては１月９日（火）からとなっております。

部会品目の苗生産時期以外や余力スペースにて生産いたしますので、

ご希望に添えない場合もありますので、ご理解いただき、印鑑持参の

上、施設園芸課までお申し込み下さい。

施設園芸課からのお知らせ

ＪＡ当麻　№640
発 行 日　　令和6年1月

発　　行　　当麻農業協同組合

編　　集　　管理部総務課

住　　所　　上川郡当麻町４条

　　　　　　　　東３丁目４番63号

電　　話　　０１６６-８４-２１２１

ＪＡ当麻ホームページ

　URL　http://www.ja-tohma.jp/
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